
　徳島県が整備を進めていた南部健康運動公園のテニスコートが完成し、岩浅市長と飯泉知事がテニス
ボールを打ち込み、くす玉を開披させるなど、完成した喜びに包まれていました。（10月30日撮影）
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新
し
い
市
議
会
議
員
28
人
が
決
定
！

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
合
併
後
初
め
て
全
市
域
で
行
わ
れ
た
阿

南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
11
月
８
日
に
告
示
さ
れ
、
15
日

（
伊
島
投
票
区
は
14
日
）
に
投
票
、
即
日
開
票
を
し
た
結
果
、

新
し
い
議
員
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
選
挙
前
に
は
、旧
那
賀
川
町
と
旧
羽
ノ
浦
町
を
選
挙
区
に「
増

員
選
挙
（
平
成
18
年
４
月
30
日
投
票
）」
を
経
て
、
37
名
で
あ

っ
た
議
員
数
も
、
昨
年
９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
「
議
会
議
員

の
定
数
を
削
減
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
今
回
の
選
挙
か
ら
28
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
、
69
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
や
や
低
調
と
な
り
ま

し
た
が
、
開
票
所
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
に
は
、

開
票
作
業
を
見
守
る
多
く
の
市
民
や
関
係
者
が
つ
め
掛
け
る
な

ど
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
負
託
を
受
け
た
新
議
員
の
皆
さ
ん
の
肩
に
は
、
国
に
よ
る
地

方
分
権
や
行
財
政
改
革
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
市

民
生
活
に
密
着
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
事
業
へ
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
す
な
ど
、
大
き
な
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
今
後
４
年
間
、
活
力
あ
ふ
れ
、
豊
か
な
心
で
ふ
れ
あ
う
阿
南

を
め
ざ
し
て
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
議
員
28
人
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
右
上
か
ら
下
へ
と
得
票
順
）

（
氏
名
・
年
齢
・
出
身
地
区
・
職
業
・
所
属
政
党
）

晴
れ
の
当
選
者

投票所 有権者数 投票率
新 野 南 397 64.74
福井上分 216 66.67
福井下分 1,902 72.24
蒲 生 田 60 81.67
横 尾 557 74.69
働 々 208 75.48

後 91 79.12
椿 泊 580 68.28

投票所 有権者数 投票率
伊 島 166 72.89
赤 池 2,777 70.36
苅 屋 2,843 66.27
今 津 浦 1,206 72.31
敷 地 1,359 76.38
島 尻 787 81.07

投票所 有権者数 投票率
宮倉第一 2,092 70.03
宮倉第二 1,741 57.67
中 庄 2,979 66.67
岩 脇 1,706 62.19
古 庄 1,128 63.83
古毛明見 526 64.26

投票総数　43,832（内期日前8,796、不在者561）
有効投票　43,428　無効　404

鶴
つる

　羽
は

　良
りょう

　輔
すけ

（53）
新 野 町
農 業
公 明 党

児
こ

　島
じま

　博
ひろ

　之
ゆき

（62）
羽 ノ 浦 町
農 業
無 所 属

横
よこ

　田
た

　守
もり

　弘
ひろ

（62）
内 原 町
農 業
無 所 属

奥
おく

　田
だ

　　勇
いさむ

（52）
楠 根 町
政 党 役 員
公 明 党

荒
あら

谷
たに

　みどり（59）
黒 津 地 町
主 婦
無 所 属

橋
はし

　本
もと

　幸
ゆき

　子
こ
（61）

那 賀 川 町
団 体 役 員
無 所 属

嶋
しま

　尾
お

　秀
ひで

　昭
あき

（67）
中 大 野 町
農 業
無 所 属

住
すみ

　友
とも

　進
しん

　一
いち

（54）
那 賀 川 町
会 社 員
無 所 属
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投票所 有権者数 投票率
富 岡 3,283 66.49
領 家 3,025 60.93
黒 津 地 2,542 65.50
上 中 1,519 72.68
柳 島 802 67.33

投票所 有権者数 投票率
横 見 1,715 65.77
宝 田 2,440 72.62
長 生 2,645 72.14
大 野 2,150 76.74
楠 根 387 81.14

投票所 有権者数 投票率
加 茂 谷 1,231 84.16
大 井 302 83.44
大 田 井 115 78.26
見 能 林 3,880 66.47
中 林 1,391 62.69
大 潟 727 66.57
津 乃 峰 2,874 63.60
阿 瀬 比 109 77.06

投票所 有権者数 投票率
山 口 799 74.59
桑 野 2,030 72.81
内 原 624 80.61

橘 2,221 72.13
鵠 276 75.00

新 野 1,794 65.38
新 野 東 923 74.21
新 野 西 382 81.15

投 票 所 別 投 票 率
（単位：人、％）

住
すみ

　友
とも

　利
とし

　廣
ひろ

（58）
宝 田 町
製 材 業
無 所 属

 林
はやし

　　孝
こう

　一
いち

（63）
新 野 町
自 営 業
無 所 属

佐
さ

々
さ

木
き

志
し

滿
ま

子
こ
（51）

橘 町
主 婦
無 所 属

小
お

久
ぐ

見
み

　菊
きく

男
お
（59）

吉 井 町
自 営 業
無 所 属

藤
ふじ

　本
もと

　　圭
けい

（31）
見 能 林 町
自 営 業
無 所 属

小
お

　野
の

　　毅
たけし

（65）
那 賀 川 町
農 業
無 所 属

野
の

　村
むら

　　栄
さかえ

（74）
福 井 町
農 業
無 所 属

久
く

　米
め

　良
よし

　久
ひさ

（58）
横 見 町
自 営 業
無 所 属

仁
に

　木
き

　睦
むつ

　晴
はる

（57）
宝 田 町
自 営 業
無 所 属

飯
いい

　田
だ

　忠
ただ

　志
し
（61）

長 生 町
農 業
無 所 属

小
こ

　島
じま

　正
まさ

　行
ゆき

（61）
椿 町
農 業
無 所 属

島
しま

　尾
お

　重
しげ

　機
き
（66）

橘 町
会 社 役 員
無 所 属

秋
あき

本
もと

　喜
き

久
く

雄
お
（60）

長 生 町
会 社 役 員
無 所 属

星
ほし

　加
か

　美
み

　保
ほ
（60）

羽 ノ 浦 町
管理栄養士
無 所 属

井
い

　坂
さか

　重
しげ

　廣
ひろ

（62）
才 見 町
団 体 役 員
日本共産党

山
やま

　下
した

　久
ひさ

　義
よし

（68）
富 岡 町
団 体 役 員
無 所 属

山
やま

　崎
さき

　雅
まさ

　史
ふみ

（54）
上 中 町
自 営 業
無 所 属

日
くさ

　下
か

　公
きみ

　明
あき

（58）
加 茂 町
農 業
無 所 属

松
まつ

　木
き

　伸
のぶ

　夫
お
（61）

那 賀 川 町
農 業
無 所 属

保
やす

　岡
おか

　正
まさ

　廣
ひろ

（59）
津 乃 峰 町
農 業
日本共産党
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築
40
年
を
過
ぎ
る
な
ど
老
朽
化
と
事
務
の
増
大
な
ど
か
ら

窮
屈
に
な
っ
た
市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え
場
所
が
確
定
し
ま

し
た
。
場
所
に
つ
い
て
は
議
会
の
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
及

び
職
員
で
構
成
す
る
建
設
推
進
委
員
会
等
で
検
討
を
重
ね
て

い
ま
し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
方
向
性
等
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
現
在
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
庁

舎
は
平
成
25
年
度
中
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　任期満了に伴う阿南市議会議員一般選挙が11月
15日に執行され、28名の市議会議員が選ばれまし
た。今回の選挙は合併後初めて全市地域を選挙区と
したもので、議員数も28名となったものです。

阿南市議会議員
一般選挙が行われ、
新議員が選ばれる。

新
庁
舎
建
て
替
え
場
所
が
決
定

早いもので、気がつけばもう “ 師走 ”
広報あなん恒例の阿南市10大ニュースをお届けする時
期がやって参りました。
このコーナーで阿南市の１年間（１月〜 11月）の主な
出来事を紹介しますとともに、新しく迎える平成22年

（2010年）が、市民の皆さまにとって、希望に満ちた、
輝かしい年でありますよう、ご祈念を申し上げます。

　阿南市

10大ニュース
平成21年
（2009

年）
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プロ野球マスターズリーグが
阿南市で初試合。
　プロ野球で活躍した往年の名選手たちで作る「プロ野
球マスターズリーグ」の阿南市での初試合が３月28日、
アグリあなんスタジアムで行われ、ＷＢＣ日本代表チー
ムの投手コーチを務めた山田久志さんや巨人のＶ９時代
を築いた柴田勲さんらが采配を振るなど、野球ファンを
賑わしていました。

家庭から回収した廃食油で
ごみ収集車が運行を開始。
　家庭から出た使用済みのてんぷら油を回収し、バイオ
ディーゼル燃料（ＢＤＦ）として精製し、ごみ収集車の
燃料として運行させる試みが１月９日から始まりました。
ＢＤＦは軽油と比べて黒煙も少なく、環境にも優しい新
エネルギーとして、注目を集めています。

陸上自衛隊新駐屯地用地
造成工事が始まる。
　那賀川町小延地区に立地される「陸上自衛隊徳島駐屯
地（仮称）」の工事安全祈願祭が５月10日現地で行われ、
造成工事が始まりました。駐屯地の面積は約11ヘクタ
ールで開設は平成24年３月の予定です。

財政健全性
阿南市は全国87位。
　民間シンクタンクの関西社会経済研究所
が全国775市を対象に平成18年度の決算
データー、をもとに、独自に財政運営の健
全性を採点したところ、阿南市は87位に
ランクされました。なお県内では阿南市が
最高位でした。
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四国横断自動車道「上岩脇地区」
で設計協議確認書に合意。
　四国横断自動車道「阿南〜小松島間（約10㎞）」
のうち、羽ノ浦上岩脇地区（約1.0㎞）において地
元対策協議会との間に設計協議がまとまり、確認書
の調印式が10月５日に行われました。これで「阿
南〜小松島間」の約８割で設計協議が合意されたこ
とになります。

情報通信基盤整備工事が
スタートする。
　地上デジタル放送の難視聴対策と高速インターネット
環境の利用のため、民間のケーブルテレビの参入が難し
い周辺地域の整備を図るため、光ファイバーによる敷設
工事が７月から始まりました。対象となる世帯は約７千
世帯で敷設される総延長は367㎞にも及びます。

那賀川が
四国一の清流となる。
　国土交通省四国整備局が毎年実施している河川水
質調査で、四国内20河川の一級河川のうち、穴吹
川と那賀川が最も水質がよい「四国一の清流」との
結果がでました。那賀川は昨年２位でありましたが、
水質浄化が進んでいるようです。

牛岐城趾公園がリニューアル
頂上には光ドームも常設。
　昨年８月より再整備を進めていた牛岐城趾公園が
完成し、７月20日に新装披露されました。公園に
はＬＥＤによる光ドーム（直径６ｍ）が常設され、
芝生広場やイベント広場が広がるなど、様々な催し
ものができるようになっています。
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第
３
回
消
費
者
展
を

開
催
し
ま
す

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
先
着
１
５
０
名
様
に
大

き
め
の
マ
イ
バ
ッ
ク
を
進
呈
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
４
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内　
容　
作
品
展
示
・
発
表
会
・
講

演
会　

講
演
会　
「
環
境
問
題
〜
３
Ｒ
に
つ

い
て
」　

講
師　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー　

津
川　

な
ち
子
さ
ん

主　
催　
消
費
者
協
会
連
合
会

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22
－

１
１
１
６
）
へ

ご
存
知
で
す
か

戸
籍・住
民
票
等
の
交
付
業
務
の

窓
口
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す

　

勤
務
等
で
通
常
時
間
内
に
ご
利
用

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
戸
籍
・
住

民
票
等
の
交
付
業
務
を
次
の
と
お
り

延
長
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日　
時　
毎
月
第
1
水
曜
日
と
第
3

水
曜
日
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
等
の

閉
庁
日
は
除
く
）
午
後
5
時
15
分
〜

6
時
15
分

場　
所　
市
役
所
（
本
庁
）
1
階
市

民
生
活
課

取
り
扱
う
業
務　
住
民
票
の
写
し
の

交
付
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
、

戸
籍
謄
本
抄
本
の
交
付
、
身
分
証
明

書
の
交
付

※
時
間
延
長
業
務
で
は
、
住
所
異
動
、

印
鑑
登
録
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
等

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
な
お
、
戸
籍
の
届
出
は
従
来
ど
お

り
、
時
間
外
窓
口
（
地
下
1
階
）
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

【
12
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

7・14・21・28・29・30
日

船
瀬
温
泉

　

先
般
、「
あ
な
ん
図
書
館
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
の
４
月
に
、
阿
南
図
書
館
が
、

「
平
成
21
年
度
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書

館
」
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た

の
を
機
に
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
会
場
は
、

那
賀
川
図
書
館
、
講
師

は
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
で
高
視
聴
率

を
記
録
し
た「
天
地
人
」

の
著
者
で
あ
る
火
坂
雅

志
氏
で
し
た
。

　

当
日
は
、
図
書
館
内

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
を
は
じ
め
全
フ
ロ
ア

に
、
パ
イ
プ
椅
子
を
置

き
、
３
０
０
名
を
超
え

る
熱
心
な
皆
様
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
き
、
大

変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
「
天
地
人
」
の
主
人
公
直
江
兼
続
の
治
政
…
「
利

を
捨
て
、
義
を
取
る
」「
経
済
と
義
の
両
立
」
そ
し

て
「
愛
と
義
」
の
精
神
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
火
坂
君
は
、
私
の
大
学
時

代
の
２
歳
後
輩
で
す
。
学
生
時
代
共
に
、「
歴
史
文

学
浪
漫
の
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、
彼
は
将

来
歴
史
を
書
き
た
い
、
私
は
歴
史
か
ら
政
治
を
学
び

た
い
と
の
志
を
も
っ
て
今
日
ま
で
30
数
年
の
付
き

合
い
を
続
け
て
お
り
、
今
回
で
４
回
目
の
阿
南
来

訪
に
な
り
ま
す
。

　

彼
は
大
学
卒
業
後
、
歴
史
雑
誌
の
編
集
者
と
な

り
、
１
９
８
８
年
32
才
の
と
き
に
、
西
行
を
主
人

公
に
し
た
、
伝
奇
ロ
マ
ン
「
花
月
秘
拳
行
」
で
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
以
降
20
年
に
わ
た
る
努
力
の

日
々
を
重
ね
、
60
冊
余
り
の
作
品
を
書
き
続
け
、

今
回
の
「
天
地
人
」
で
、
作
家
と
し
て
の
堂
々
た

る
地
位
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
、
彼
は
、
信
濃
毎
日
新
聞
等
に
「
真
田
三

代
」
を
連
載
中
で
す
が
、
こ
の
作
品
も
、
近
々
大

き
な
反
響
を
呼
ぶ
予
感
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

時
に
は
ま
た
、
こ
の
阿
南
で
講
演
を
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
年
の
瀬
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
方
の
恙
つ
つ
が
な
き
ご
越
年
と
迎
え
る
新
年
が
、
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
二
万
九
千
二
百
七
十
九
円

匿
名
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の
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別
）

③
高
校
一
般
の
部
：
３
・
０
㎞
（
男

女
別
）

④
壮
年
の
部
：
３
・
０
㎞
（
男
女
別
）

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
費　
中
学
生
以
下
無
料　

高
校

生
以
上
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
12
月

22
日
㈫
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
22

－
３
３
９
４
）
へ

年
末
年
始
の
青
空
市

　

年
末
年
始
の
青
空
市
（
市
民
会
館

駐
車
場
に
て
開
催
）
は
、
次
の
日
程

で
す
。

年
末
青
空
市

日　
時　
12
月
30
日
㈬　

午
前
６
時

〜
正
午

年
始
青
空
市

日　
時　
平
成
22
年
１
月
８
日
㈮　

午
前
６
時
〜
正
午

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

古
く
な
っ
た
消
火
器

の
処
分
に
つ
い
て

　

老
朽
化
消
火
器
に
よ
る
破
裂
事
故

大
丈
夫
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格　
市
内
の
小
学
生

参
加
費　
４
，
８
０
０
円
（
入
泳
料

込
み
）

定　
員　
40
名

練
習
日　
12
月
23
日
㈬
、
24
日
㈭
、

25
日
㈮
、
平
成
22
年
１
月
５
日
㈫
、

６
日
㈬
、
７
日
㈭

時　
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分申
込
受
付　
12
月
６
日
㈰
よ
り
定
員

に
満
ち
る
ま
で
。

※
な
お
、
申
込
開
始
後
に
定
員
40
名

を
上
回
っ
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
場

で
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
22

－

３
３
９
４
）
へ

第
38
回
阿
南
市
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

参
加
者
募
集
の
お
知

ら
せ

日　
時　
平
成
22
年
１
月
17
日
㈰　

午
前
９
時
開
会
式
、
９
時
30
分
順
次

ス
タ
ー
ト

場　
所　
Ｊ
パ
ワ
ー
＆
よ
ん
で
ん
Ｗ

ａ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

種　
目　
①
小
学
４
・
５
・
６
年
生

の
部
：
１
・
７
㎞
（
女
子
）
２
・
２

㎞
（
男
子
）

②
中
学
生
の
部
：
２
・
２
㎞
（
男
女

物
品
購
入
等
の
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
新
規

申
請
）
の
受
付

　

平
成
22
年
度
、
23
年
度
に
市
が
発

注
す
る
物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
申
請
は
新
規
申
請
と
な
り

ま
す
の
で
、
平
成
20
年
度
、
21
年
度

に
申
請
さ
れ
て
い
る
方
も
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
平
成
22
年
１
月
12
日
㈫

〜
２
月
10
日
㈬

申
請
書
等　
申
請
書
等
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
管
財
課
で
も
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財
課

（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

冬
休
み
小
学
生
短
期

水
泳
教
室

　

冬
休
み
の
運
動
不
足
解
消
と
泳
力

向
上
を
目
指
し
て
、
短
期
水
泳
教
室

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
泳
力
別
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
練
習
を
行
い
ま

す
の
で
、
顔
が
つ
け
ら
れ
な
く
て
も

防
止
の
た
め
、
腐
食
の
進
ん
だ
消
火

器
や
大
き
な
傷
や
変
形
の
あ
る
消
火

器
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
消
火
器
を
自

　

分
で
解
体
し
た
り
放
射
を
し
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

・
消
火
器
は
一
般
ゴ
ミ
の
回
収
に
出

　

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

　

消
火
器
の
廃
棄
は
、
回
収
を
行
な

っ
て
い
る
事
業
者
に
廃
棄
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
廃
棄
処
理
は
有
料
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22

－

３
７
９

９
）
へ

阿
南
市
国
保
加
入
者

の
方
へ

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
が
行
う
特

定
健
康
診
査
の
受
診
期
間
は
12
月
末

ま
で
で
す
。
期
間
終
了
後
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
年
末
は
混
み
合
い
ま
す

の
で
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
は
、
特
定
健
康
診
査
受

診
券
（
対
象
者
に
は
６
月
末
に
送
付

し
ま
し
た
緑
色
の
封
筒
の
中
身
）・

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
・
受
診
料
１
，
０
０
０
円
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

阿南市人権教育・啓発市民講座に
ご参加ください

日　時　12月22日㈫
　　　　午後２時〜午後３時30分

場　所　阿南市文化会館　視聴覚室

講　師　上岡　千世　さん　　　
四国大学生活科学部生活科学科生活心理コ
ース講師（臨床心理士）

演　題　 「心の痛みから考える〜 HIV／AIDS」

問い合わせは　人権啓発課（☎22－3094）へ
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作
に
従
事
す
る
人
。

提
出
先　
農
業
委
員
会
事
務
局

提
出
期
限　
平
成
22
年
１
月
10
日

㈰問
い
合
わ
せ
は　

農
業
委
員
会

（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た
は
選

挙
管
理
委
員
会
（
☎
22

－

３
７
９

１
）
へ

第
19
回　

阿
南
市
活
竹
祭
の
開
催

　

市
の
特
産
品
で
あ
る
「
竹
」
の

よ
う
に
、

－

ま
っ
す
ぐ
勢
い
よ
く

天
に
向
か
っ
て
伸
び
い
く

－
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
今
年
度
も
次

の
と
お
り
活
竹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時　
平
成
22
年
３
月
６
日

㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
荒
天
時
は
、
３
月
７
日
㈰
に
順

延主
会
場　
市
民
会
館
前
駐
車
場

　

な
お
、
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
月
号
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

活
竹
祭
に
出
店
を
希
望
す
る
団

体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
店

希
望
の
団
体
は
、
１
月
13
日
㈬
ま

で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
活
竹
祭
実
行
委

員
会
事
務
局　

商
工
観
光
労
政
課

（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
の

申
請

〜
提
出
は
１
月
10
日
ま
で
に
〜

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
資
格
を
有

す
る
方
の
申
請
に
基
づ
き
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
選
挙
資
格
を
調
査
し

て
作
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
資
格
を
有
す
る
方
で
も
申

請
が
な
い
場
合
は
、
名
簿
に
登
載
さ

れ
な
い
の
で
、
資
格
を
有
す
る
方
は
、

必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

用
紙
は
、
実
行
組
長
さ
ん
を
通
じ
て

配
布
い
た
し
ま
す
。
実
行
組
長
さ
ん

は
、
期
限
内
に
申
請
書
を
取
り
ま
と

め
て
農
業
委
員
会
ま
た
は
各
支
所
及

び
各
住
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
は
各
支
所
及
び
各

住
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
も
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

申
請
資
格
の
あ
る
方

　

阿
南
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
人
（
平
成
２
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
。

②
前
記
の
人
と
住
民
票
が
同
一
の
世

帯
の
親
族
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者
で

あ
っ
て
、
年
間
に
概
ね
60
日
以
上
耕

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

228件（2,128）
1人（    2）

53人（  402）

救 急 件 数
搬送人員

236件（2,391）
227人（2,355）

火 災 件 数
損 害 額

2件（26）
131千円（17,411千円）

●阿南署管内平成21年10月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

年
末
特
別
警
戒
の
実
施
に
つ
い
て

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヵ
月

と
な
り
ま
し
た
。
阿
南
警
察
署
で
は
、

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
阿
南
市
で
あ
る
た
め
に
、

今
年
も
１
年
間
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

警
察
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
年
１
年
の
締
め
く
く
り
と
し
ま

し
て
、
12
月
は
更
に
防
犯
体
制
の
強

化
に
努
め
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
き
ま

す
。
皆
様
に
も
、
何
か
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
安
全
で
安
心
な
阿
南
市
の

た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の

交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
に
つ

い
て
、
年
末
年
始
は
、
帰
省
や
観
光

に
伴
い
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。交
通
事
故
の
抑
制
・

防
止
の
た
め
に
、

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

○
高
齢
者
の
事
故
防
止

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　

徳
島
県
内
に
お
い
て
、
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
や
年
金
な
ど
の
還
付
金
が
あ

る
と
言
っ
て
電
話
を
掛
け
て
騙
す

「
還
付
金
詐
欺
」、
携
帯
電
話
等
の
サ

イ
ト
料
金
未
納
・
滞
納
と
言
っ
て
騙

し
て
送
金
さ
せ
る「
架
空
請
求
詐
欺
」

等
、
種
類
も
多
く
、
手
口
も
巧
妙
で

す
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

警
察
署
へ
通
報
、
相
談
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

平
成
21
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

蛭
子
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

　

蛭
子
町
協
議
会
（
那
賀
川
町
）
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業
」
か
ら
助
成
を
受
け
、
蛭
子
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
振
興
・
発
展
の
場
と
し
て
、
大

い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。　

　
　
　
地
域
支
援
課　
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時
〜
５
時

※
３
月
ま
で
、
第
１
水
曜
日
に
行

な
う
予
定
。

場　
所　
南
部
総
合
県
民
局
阿
南

庁
舎
本
館
4
階
小
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
住

宅
建
築
課
（
☎
22

－

３
４
３
１
）

へ臨
時
保
育
士
募
集

　

平
成
22
年
度
に
市
立
保
育
所
で

勤
務
す
る
臨
時
保
育
士
の
登
録
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資

格
を
持
ち
、
保
育
に
意
欲
が
あ
る

人
は
、
臨
時
保
育
士
と
し
て
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
雇
用
の
必
要
が

生
じ
た
際
に
、
面
接
等
で
採
用
を

決
定
し
ま
す
。

登
録
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
写
真
貼
付
）
と
、
保
育
士
証

等
の
写
し
を
、
平
成
22
年
１
月
29

日
ま
で
に
、
人
事
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

製
造
事
業
所
の
皆
さ

ま
へ
。
統
計
調
査
に

御
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

12
月
か
ら
平
成
22
年
1
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
・
徳
島
県
・
阿
南

市問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

リ
フ
ォ
ー
ム
を
は
じ

め
と
す
る
「
あ
ん
し
ん

住
宅
相
談
所
」
開
催
！

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
、
新
築

工
事
に
お
い
て
、
疑
問
、
質
問
の

解
決
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

（
無
料
）
を
、（
本
市
も
会
員
と
な

っ
て
い
る
）
徳
島
県
木
造
住
宅
推

進
協
議
会
が
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

（
１
開
催
あ
た
り
４
件
ま
で
）。

日　
時　
12
月
２
日
㈬　

午
後
１

　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
お
答
え
す

る
手
段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

の
う
ち
、「
電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
」
サ
ー
ビ
ス
は
、
11
月
30
日
を

も
ち
ま
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携

帯
電
話
サ
イ
ト
を
含
む
）」
の
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

願
い
ま
す
。（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔http://w

w
w

.nta.go.jp/

〕

か
ら
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。）

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な

ご
相
談
は
、
お
近
く
の
税
務
署
に

お
電
話
い
た
だ
き
、
音
声
案
内
に

従
い
「
１
番
」
を
選
択
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
国
税
局
の
「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
税
務
署

（
☎
22

－

０
４
１
４
）
へ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
全
額
が
確

定
申
告
や
年
末
調
整
の
社
会
保
険
料

控
除
（
所
得
控
除
）
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
11
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る
控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）

の
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
の
額

と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合

の
納
付
見
込
額
で
す
。
ま
た
、
平
成

21
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た

方
は
、
平
成
22
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
保
険
料
以
外
の
保
険
料
も

年
内
に
納
め
て
領
収
書
を
添
付
す

れ
ば
、
合
わ
せ
て
税
金
の
控
除
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
証
明
書
と

領
収
書
は
申
告
す
る
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
の
に
控
除
証
明
書
が
届
か
な

い
、
紛
失
等
に
よ
り
再
発
行
が
必

要
な
際
の
連
絡
先
は
、
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７
）
へ
お
か
け

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
に
つ
い
て

　

現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
は
、

新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な

ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、「
年

金
事
務
所
」
は
、
現
在
あ
る
社
会

保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
保
険
庁
や
社
会

保
険
事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し

て
い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、
内

容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
国
民
の
皆
様
方
に

何
ら
か
の
手
続
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
事
務
を

引
き
継
い
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
、
国
の

制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営

に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
社
会
保
険

事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
３
４

－

１
１
７
３
）
へ

日
本
年
金
機
構
が

来
年
１
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！
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私
の
ふ
る
さ
と
〝
阿
南
〟

　

大
学
入
学
以
来
、
京
都
や
滋
賀
で

の
生
活
が
長
く
、
疎
遠
に
な
っ
て
い

い
は
ず
な
の
に
、
気
が
つ
く
と
育
っ

た
田
舎
の
情
報
を
い
つ
も
追
っ
て
い

る
の
に
気
づ
い
て
し
ま
う
。
子
ど
も

た
ち
も
時
折
り
帰
る
だ
け
の
わ
が
故

郷
に
強
い
愛
着
を
持
っ
て
い
る
の
に

は
驚
い
て
し
ま
う
。

　

若
い
頃
に
は
自
慢
の
で
き
る
と
こ

ろ
と
は
、
思
っ
て
い
な
か
っ
た
私
だ

が
、
今
で
は
、「
故
郷
は
阿
南
市
で
す
。

徳
島
の
ず
っ
と
南
で
、
大
変
好
い
と

こ
ろ
で
す
よ
」
と
誇
ら
し
げ
に
答
え

て
い
る
。

　

ま
た
、「
故
郷
に
は
四
国
88
霊
場

の
札
所
が
２
つ
あ
っ
て
、
…
」
と
、

未
だ
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
四
国
巡
礼

の
旅
に
憧
れ
て
、
患
者
さ
ん
や
知
人

ら
と
話
し
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。

 　

し
か
し
、
今
は
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
企
業
な
ど

多
く
の
企
業
が
あ
り
、
数
あ
る
地
方

自
治
体
の
な
か
で
も
財
政
好
調
な
市

で
あ
る
と
聞
く
。

　

さ
て
私
に
は
、「
春
は
れ
ん
げ
」「
夏

は
水
田
」「
秋
は
黄
金
の
原
」「
冬
は

麦
畑
」
と
い
う
、
季
節
豊
か
な
日
本

の
原
風
景
が
い
つ
も
心
の
中
に
あ
る
。

遠
く
離
れ
て
住
む
身
に
と
っ
て
い
つ

ま
で
も
思
い
出
の
ま
ま
の
故
郷
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
身
勝
手
な

思
い
だ
ろ
う
か
…
。

　

今
、
私
の
育
っ
た
地
に
は
従
兄
が

住
ん
で
い
る
。
時
々
訪
れ
て
は
元
気

を
も
ら
っ
て
帰
る
こ
の
頃
だ
。

阿
南
市
出
身
者
に
よ
る

「
忘
れ
が
た
き　

故ふ
る

郷さ
と

」

兎
追
い
し　

か
の
山

小
鮒
釣
り
し　

か
の
川

夢
は
今
も　

め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き　

故
郷

　
　
　
　
　
文
部
省
唱
歌　
作
詞
：
高
野
辰
之

野田　秀樹さん（医師）
　1947年生まれ　宝田町出身。京都大学医学
部を卒業後、外科医として京大付属病院等の勤
務医を経、現在は市立長浜病院院長のほか、滋
賀医科大学及び京都大学の臨床教授を務めてい
る。長浜病院は地域がん診療連携拠点病院とし
て、癌を中心とした地域連携、がん患者会の支
援などに力を入れている。ふるさとで一番好き
なところは、子どもの頃によく出かけた淡島海
岸や北の脇海水浴場と話す。 

滋賀県草津市在住。

　
県
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
阿
南
市
出
身
の
方

か
ら
「
ふ
る
さ
と
阿
南
」
へ
の
思
い
を
執
筆
い

た
だ
き
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
滋
賀
県
長
浜
市
立
長
浜
病
院
院

長
の
野
田
秀
樹
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

◎
一
般
行
政
業
務

　

12
月
29
日
㈫
か
ら
１
月
３
日
㈰

ま
で
休
み
ま
す
。

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
な
ど
お
急

ぎ
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
休
み
期
間
中
の

「
出
生
届
」「
死
亡
届
」
な
ど
の
戸

籍
届
書
は
、
市
役
所
本
庁
宿
直
室

（
地
下
１
階
）へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◎
ご
み
収
集
業
務

　

年
末
の
生
ご
み
収
集
は
12
月
28

日
㈪
の
該
当
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。

年
始
は
１
月
４
日
㈪
の
該
当
地
区

か
ら
収
集
し
ま
す
。（
不
燃
ご
み

の
収
集
は
１
月
４
日
㈪
の
該
当
地

区
か
ら
収
集
し
ま
す
。）

◎
し
尿
収
集
業
務

　

年
末
は
12
月
28
日
㈪
ま
で
行
い

ま
す
。
年
始
は
１
月
５
日
㈫
の
該

当
地
区
か
ら
収
集
し
ま
す
。

◎
葬
斎
場
の
業
務

　

年
内
は
12
月
30
日
㈬
ま
で
平
常

業
務
を
行
い
ま
す
。
12
月
31
日
㈭
、

１
月
１
日
㈷
、
２
日
㈯
は
休
み
ま

す
。
３
日
㈰
か
ら
は
、
平
常
ど
お

り
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

◎
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
業
務

　

12
月
28
日
㈪
、
29
日
㈫
、
30
日
㈬

は
休
み
ま
す
。
12
月
31
日
㈭
か
ら
１

月
３
日
㈰
ま
で
は
平
常
ど
お
り
業
務

を
行
い
ま
す
、
１
月
４
日
㈪
か
ら
７

日
㈭
ま
で
の
４
日
間
は
休
み
ま
す
。

な
お
、
８
日
㈮
か
ら
は
平
常
業
務
と

な
り
ま
す
。

◎
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
温
水
プ
ー
ル
年

末
・
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
26
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈪
は
休

館
と
な
り
ま
す
。

　

泳
ぎ
始
め
は
１
月
５
日
㈫
午
前
10

時
か
ら
と
な
り
ま
す
。
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
温
水
プ
ー
ル
は
年
間
を
通
じ
て
快

適
に
泳
げ
る
よ
う
、
水
温
、
室
温
が

保
た
れ
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
腰
痛
、
膝
痛
の
方
に
は
最

適
な
運
動
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

定
休
日　
毎
月
曜
日
（
定
休
日
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

問
い
合
わ
せ
は　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
温

水
プ
ー
ル
（
☎
22

－

８
７
３
３
）
へ

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
に
つ
い
て
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郡
ぐん

衙
が

跡の可能性が高まる
川原遺跡（宝田町）

　宝田町川原において、市営住宅の
建築に伴い、阿南市が実施していた
埋蔵文化財発掘調査の説明会が10
月10日、現地で開かれました。
　６月から進めていた発掘調査で出
土した遺物は1,000点を超えており、
当時の役人が身につけていた「石帯」
や京で作られた「緑

りょく
釉
ゆう

陶
とう

器
き

」のほか
に、９世紀から10世紀にかけての
時代と考えられる土

ど
錘
すい

や鉄製品、須
す

恵
え

器
き

などが主です。
　この付近は昔から「郡」と呼ばれ
ており、近くには宮ノ本遺跡や庄遺
跡などの集落群跡も発見されている
ことから、阿波国南部地域を治めて
いた役所である「郡衙」の可能性が
大いに高まりました。
　市内外から集まった約100人余り
の参加者たちは埋蔵文化財調査員か
らの説明を受け、しばしの間歴史の
ロマンに浸っていました。

下水道使用料金について
同審議会より答申

　平成23年４月の供用開始をめざして、
現在進めている公共下水道事業の使用料
金について、諮問を受けていた「公共下
水道事業受益者負担金等審議会（委員
20名）」が、計５回の審議を経て結論が
出たとして、10月２日岩浅市長に対し
て答申書を提出しました。
　答申では、１㎥あたりの使用料金の下
限額と上限額が示されたほか、「使用料
金の体系」と「水量区分」「水道以外の
使用水量」及び「持続率の向上」等５項
目が明記され、同審議会々長の近藤光男
徳島大学教授が代表して内容の説明を行
いました。
　使用料は、下水道事業を円滑に行うた
めの貴重な財源となりその算定には市民
負担の妥当性と市の財政事情が大きく勘
案されます。使用料金はこの後、市議会
で審査された後、平成22年中に決定さ
れることになっています。
※審議会の内容及び答申については、市のホー
ムページで閲覧することができます。

ニュースオアシス

審議会から答申書が提出されているようす。

出土した状況の説明に熱心に聞き入る参加者たち。

電気とともに歓声があがる
燃料電池体験教室

　地球上で抱える「エネルギー問題」
や「地球温暖化問題」などをわかりや
すく解説するとともに、環境にやさし
いエネルギーを実験により学ぶことが
できる「燃料電池体験教室」が10月
16日、平島小学校と今津小学校で開
催されました。
　体験教室では、燃料電池の仕組みを
アクリル模型で表現するとともに実際
に発電させて、そのようすを確認した
り、身近な「鉛筆」を使って、水と酸
素の化学反応を引き起こさせて発電さ
せる実験などが行われ、電気が起こる
たびに、「水で電気ができることを知
らなかったのでびっくりした」（平島
小４年：笹岡慎太郎くん）など、子ど
もたちから驚きの声があがっていまし
た。
　なおこの体験教室は、㈳燃料電池普
及促進協会が実施しているもので、今
年度は全国約70カ所で開かれるとい
うことです。

実験キットで発電を確かめているようす。
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四国横断自動車道
上岩脇地区で設計協議合意

　四国４県を高速道路でネットワー
ク化することをめざし、現在計画が進
んでいる四国横断自動車道「小松島
〜阿南間（約10㎞）」のうち、上岩脇
地区（羽ノ浦町）での設計協議が同
地区と国土交通省との間でまとまっ
たことから、その調印式が10月５日文
化会館で行われました。
　式には、飯泉知事・岩浅市長も出
席し、地元及び関係者等の努力に謝
意を述べるとともに、「命の道として、
地域住民の生活を守り向上させるた
めにもぜひとも必要な道路だ」とあい
さつ。その後、国・県・市及び上岩脇
地区との間で合意した側道の整備や
水路の修復など、横断道の周辺整備
等を盛り込んだ確認書に調印が行わ
れました。
　これにより、同区間では今後用地
測量を経て、用地交渉へと進むことに
なります。

調印の後、四者はがっちりと握手し合いました。

郷土出身画家
加藤松林人絵画展

　大正時代から昭和にかけて朝鮮画壇
で活躍した内原町出身の画家、加藤松
林人さん（1898〜1983）の絵画展
が10月３日〜12日の間、文化会館で
行われました。加藤画伯の絵画展は約
３年半ぶりです。
　戦前、若くして朝鮮画壇で活躍した
加藤画伯は戦前の朝鮮半島の人々の生
活や風俗、風景などをモチーフに描き
続け、朝鮮総督府から美術功労賞を受
けるなど、大変高い評価を得られた方
でした。終戦に伴い、日本に引き上げ
られた後も、その才を惜しんで昭和
38年に韓国政府が国交回復前にもか
かわらず、公式招待をしたほどで、
11月には大阪市内の韓国領事館内で
遺作展が開催されたばかりです。
　現在、阿南市には遺族の方から寄付
いただいた359点の作品が所蔵されて
おり、今後も定期的に公開をしていく
予定です。

作品には、今はない歴史的建造物を描いたものが多数ある。

未来へ希望の種を蒔く
“菜の花”２年目の挑戦

　環境に優しい新エネルギー〝菜種油〟
によるバイオ燃料の精製事業に取り組ん
でいる「阿南菜の花フレンド（渡辺純子
代表）」が来年度の収穫をめざして、10
月23日津乃峰町にある農地約 50 アー
ルで種蒔きを行いました。
　この日参加したのは同会員ら40名余
りと地元の保育所及び幼稚園の子どもた
ち約130人で、用意された1.5㎏の種を
幅約70〜80㎝の田んぼの畝に沿って蒔
いていきました。
　昨年、試行錯誤の末に採れた菜種は約
400㎏（作付面積30アール）で、順調
に育つと今回は約750㎏以上の収量が期
待できます。搾った菜種油を食育に、Ｂ
ＤＯ（バイオ）燃料で公用車の燃料に活
用したりすることで夢は広がっていきま
す。
　環境に優しい循環型社会に向けて、菜
の花プロジェクトの２年目の挑戦が始ま
りました。

子どもたちの手によって種が蒔かれた。

ニュースオアシス
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“天地人”原作者：火坂雅志氏
那賀川で義と愛を語る

　戦国時代の武将、直江兼続の生涯
を描いた小説「天地人」の原作者で
ある火坂雅志氏の講演会が10月31
日、那賀川図書館で行われました。
　会場いっぱいに詰め掛けた聴衆を
前に、火坂さんは野球に明け暮れた
中学校時代、昔の武将が「愛」の兜
を着用していたことは知らなかった
のに、なぜか自分も野球帽の裏に

「愛」と書いて監督に叱られたこと
や大学生時代に歴史小説家をめざし
たいきさつなどを披露しました。
　またこの作品を通して、利益を求
めて多くの偽装事件や問題が起こる
など、「稼げば勝ち」という風潮に
対して、命がけで「義」を守った人
たちを描くことで、利益とは別の価
値観があるということを世に問いた
かったと話をするなど、参加者から
多くの拍手が贈られていました。

秋空の下、国体記念グランドゴ
ルフ大会が開催

　10月29日、那賀川河川敷緑地広場
（羽ノ浦町）では、グラウンドゴルフの
大会が行われ、県内11市町村から300
人を超えるプレイヤーで大いに賑わって
いました。
　この大会は、平成５年に羽ノ浦町で開
催された第48回東四国国体グランドゴ
ルフ大会を記念し、「この熱気と感動を
いつまでも大切に引き継いでいこう」と
の思いで始まり、今回で16回目の開催
となったものです。
　会場はこの日のために栽培された真っ
赤なサルビアのプランターが飾られ、青
い芝も短く手入れがされ、プレイヤーた
ちは楽しそうにボールを打っていました。
　「グランドゴルフは年齢に関係なく楽
しめるし、運動量も適量で健康にいいで
すよ」と羽ノ浦体協グランドゴルフ部の
井上光人さん（82歳：副部長）はその
魅力を話されていました。

ニュースオアシスNews Oasis
近年ますます人気がでてきたというグラウンドゴルフ。大会のようす。

講演会は、図書館まつりの一環として行われた。

サンアリーナ温水プール
利用者が 30 万人を超える

　市民の気軽な運動施設である阿南市
スポーツ総合センター（愛称名：サン
アリーナ）の温水プール利用者が10
月９日、30万人を突破しました。
　この日、岩浅市長を始め職員等がプ
ール入口で利用者数をカウントするな
か、記念する利用者となったのは、湯
浅芙美代さん（62歳：桑野町）でし
た。
　突然にファンファーレが鳴るなど、
驚いた湯浅さんでしたが岩浅市長から
30 万人であることを告げられ、花束
と記念品が贈られると、「健康のため
に水中ウォークをしようか、どうしよ
うかと迷っていましたが、これで始め
る決心がつきました」とにっこり。
　なお、同プールの開館時間は午前
10時から午後９時までで、月曜日が
休館日となっていますが行事等により
変動する場合もありますので、事務室
に（☎22－2300）お問い合わせのう
えご利用ください。

プール入口には30万人を突破したことを祝い、くす玉が割られた。
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大阪大学院生らが、大阪
のイベントで阿南市をＰＲ

　10月17・18日の二日間、大阪
の吹田市で開催された「すいたオ
ータムフェスタ-ロハスイベン
ト」で大阪大学大学院生らによる
阿南市のＰＲ活動が行われました。
　主会場となった神崎川右岸河川
敷では、食べ物などを販売する
30余りのテントに交じって、阿
南市の紹介テントが設けられ学生
たちが「すだち」や「ちくわ」な
ど、市の特産品を紹介するととも
に観光パンフレットを配るなど阿
南の魅力を発信していました。
　このイベントは吹田市内で秋季
開催されるイベントとしては最大
級であり、二日間で大ぜいの人出
で賑わっていました。
　同大学院工学研究科と阿南市は
平成19年に連携協定を締結して
おり、今回のＰＲ活動はその事業
の一環として行われました。

ニュースオアシスNews Oasis
イベント会場で設けられた阿南市の紹介テントのようす。

失敗は試練であり、挑戦する勇
気を与えてくれる！
桑田真澄氏健康講演会
　日米のプロ野球界で大活躍した桑田真
澄さんの講演会が10月18日、市民会館
で行われ、小学校から高校、プロ時代ま
での野球人生について語りました。
　桑田さんは昨年３月に米大リーグ・パ
イレーツを最後にプロ野球から引退しま
したが、甲子園で賑わした高校時代を含
めると約25年間にわたって野球界を牽

けん

引
いん

した名選手でした。
　しかしながらご自身は、少年時代は勉
強で落ちこぼれ、いじめで野球を一度は
辞めたことやプロ入団当初の誹謗や中傷、
右肘のケガなど、「挫折ばかりの人生だ
った」と振り返ります。
　けれども、苦しくとも「失敗は試練」
ということばに支えられ何度も挑戦する
ことができたと締めくくりました。
　講演の中では、参加者に色紙をプレゼ
ントしたり、自分のユニホームやグロー
ブなどを身につけさせたり、サービス精
神たっぷりの桑田さんでした。

講演は、「あなん健康まつり」の事業の中で実現した。

新聞配達の際、
高齢者独居世帯を見守ります

　新聞配達の際、独り暮らしをする高齢
者の方の生活状況を見守り、不測の際に
は警察や消防等に連絡することを協定し
た締結式が10月９日㈮、市役所で行わ
れました。
　式には、新聞配達をする徳島新聞阿南
市販売店会所属の13店主全員が出席。
代表の薮原健之さん（大野専売所）が
「地元地域に少しでも貢献したいという
思いです」と抱負を述べると、岩浅市長
も「独り暮らしの高齢世帯にとって大き
な安心につながることだろう」と期待を
込めて激励しました。
　阿南市では、８月末現在の高齢化率が
25％を超えて独居高齢者世帯も増加傾
向にあります。高齢者が住みなれた地域
で安心して暮らしていただくためにも、
こうした支援は必要です。同様の業務と
して、平成14年に阿南郵便局と協定を
締結していますが、新聞配達時における
見守り支援は県内でも初めての事例とし
て、全国からも注目を集めそうです。

協定書を交換し合う岩浅市長と新聞販売店の皆さん。
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阿南市立図書館だより
那賀川図書館　☎42－3111

（休館日）１日〜３日（蔵書点検期間）
７日・14日・21日・23日・28日〜31日

（開館時間）午前10時〜午後６時
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業 　
12月はお休みです。

・学生ボランティアによるピアノ演奏　
毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）

（おはなし会）－おはなしのポケット主催－
６日・13日・27日　午前11時〜　　

（「おはなしのポケット」のクリスマスおはなし会）
日時：12月20日㈰　午後２時〜
場所：視聴覚室
内容：ミュージックベルの演奏やブラックパネルシ

アターの上演などたのしいお話し盛りだくさ
ん!!

（クリスマスえほん展）
展示期間：12月８日㈫〜25日㈮
場　　所：エントランスホール
　図書館所蔵のクリスマスやサンタさんについて描
かれた絵本を約250冊展示・貸出します。

阿南図書館　☎23－2020
（休館日）７日・14日・21日・23日・28日〜31日
（開館時間）平日 午前９時〜午後６時 

（土・日は 午後５時まで）
（おはなしひろば）－おはなしひろば ・ひまわり主催－

６日・13日・27日　午後２時〜３時　
（ぴよちゃんくらぶ）

－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
10日・24日　午前10時30分〜11時　

（冬休みおたのしみ会）
日時：12月20日㈰　午後２時〜
場所：３階視聴覚室
プログラム

１．人形げき　ジェーナとふしぎなひげじいさん
２．大型えほん　どうぞのいす
　　まどからおくりもの
３．えほん（えいが）　花さき山
４．昔ばなし　七人のたび人
５．歌あそび

（休館日）７日・14日・21日・28日〜31日
（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすおはなし会主催－ 

５日・12日・19日・26日　午後２時〜
（クリスマスおはなし会）

日時：12月19日㈯　午後２時〜３時
場所：阿南市情報文化センター３階　視聴覚室
プログラム

・ブラックパネルシアター「マッチうりの少女」
・大型紙芝居「コロちゃんのクリスマスのぼうけん」
・工作「まつぼっくりでツリーをつくろう!!」
☆当日、午後１時30分より受け付けをはじめます。

羽ノ浦図書館　☎44－2100

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 11日 金 桑野コミュニティーセンター前 14：10〜14：40

12月１日 火 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 山 口 分 館 前 14：50〜15：20
　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：20〜14：50 15日 火 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 17日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
　  ２日 水 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 18日 金 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
４日 金 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00

　 　 吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 　22日 火 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

8日 火 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30  　24日 木 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
　 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

12月28日から
1月  4日まで

３館休館日

のおしらせ年 末 年 始
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クリス
マスイベント

牛岐城趾公園
光のまちステーションプラザ
阿南中心市街地一帯
阿南駅前児童公園など

場所

日時 12月23日 水  　25日 金  
午後６時～10時

光のまち阿南の幻想的なイルミネーションや
ファンタジックなイベントを見に来ませんか。

ANAN Luminous Town Project 2009 X’mas
Wukiki フェスティバル

光のまち阿南

☆牛岐城趾公園 
・高さ15ｍの巨大なクリスマスツリーの展示
のほか、木々のイルミネーションや常設ドー
ムのＬＥＤの光をお楽しみください。

☆光のステーションプラザ
・プラザ内にもクリスマスツリーが飾られ、サ
ンタさんも登場します。

☆ＪＲ阿南駅前
・クリスマスツリーが飾られ、ムード満点です。
問い合わせは　阿南光のまちづくり協議会
（阿南商工会議所内：☎22－2301）へ

イルミネーション設置場所

　かねてより牛岐城趾公園の整備を進めていましたが、このたび
江戸時代初期、阿波九城の一つとして、重きを成していた「牛岐
城」の城門が、12 月中旬ごろに完成する運びとなりました。
　城門はほぼ当時あったとされる場所に再現しており、高麗門で、
幅６ｍ、高さ５ｍ、間口の幅は４ｍで高さ 3.1 ｍと重厚の造りと
なっています。
●完成式典開催日　12 月 22 日㈫　午前 10 時から
　こけら落としとして、中村園太夫座による人形浄瑠璃芝居を上
演します。式典終了
後、完成を祝しても
ち投げを実施します。
（※ 12 月中旬まで工
事を行っています。
ご協力をお願いしま
す。）

牛岐城城門が完成します！

　ピアノのソロや連弾、弦楽器や管楽器のアンサンブルなど、たっ
ぷりと音楽を楽しめる２日間です。
　夢ホールコンサートは音楽科の卒業者、または定期的に演奏会を
開催する団体を対象に公募して行う演奏会です。
　今回も県内外で活躍する新進気鋭の音楽家の皆さんが集まってく
ださいました。
入場料　２日間通しチケット500円（高校生以下無料）　
チケット発売所　夢ホール、コスモホールほか
※託児室を無料開設します。（１週間前までにお申し込みください。）

問い合わせは　公園緑地課（☎22－9293）へ

まもなく

牛岐城趾公園城門完成予想図

第７回

問い合わせは　夢ホール（☎21−0808）へ

夢ホールコンサート
午後１時30分開場、２時開演／夢ホール（文化会館）にて開催
12月19日土  　20日日  　
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足
を
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
手
す
り
を

持
ち
、
起
き
上
が
れ
な
い
身
体
に
紐
を
使

っ
て
自
分
で
起
き
上
が
れ
る
よ
う
に
工
夫

し
た
り
、
本
当
に
一
人
で
よ
く
頑
張
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
は
母
に
「
頑
張
れ
」
と

叱
咤
激
励
す
る
ば
か
り
で
今
は
後
悔
し
て

い
ま
す
。

　

母
が
一
人
暮
ら
し
が
で
き
た
の
は
ご
近

所
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
母
の
よ
う
に
お
世

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
や
民
生
委
員
さ
ん
た
ち
が
優
し
く
接
し

て
く
れ
た
り
、主
治
医
の
先
生
か
ら
は「
大

丈
夫
」
と
励
ま
し
て

い
た
だ
き
訪
問
診
療

で
命
を
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
も
人
に
は

優
し
く
思
い
や
り
の

心
で
接
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
母
が
私
に
残
し
て

く
れ
た
教
え
と
百
歳
を
記
念
し
て
母
が
詠

ん
だ
歌
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
筆
を

置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
親
の
意
見
と
茄
子
の
花
は
千
に
一
つ
の

あ
だ
も
な
い
」

「
百
歳
が
続
い
て
で
れ
ば
万
歳
だ
」

　

次
は
、
那
賀
川
町
の
島
田
久
美
子
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

師
走
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

12
月
は
父
や
母
の
こ
と
を
偲
ぶ
月
で
も

あ
り
ま
す
。
母
が
百
歳
ま
で
長
生
き
で

き
た
こ
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
紙
面
を
お
借
り
し

お
礼
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

母
は
明
治
39
年
７

月
30
日
に
橘
町
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
父
亡
き
後
も
自
宅

で
一
人
暮
ら
し
を
し
、

「
米
寿
」「
白
寿
」「
百
賀
」
の
祝
い
を

沢
山
の
人
た
ち
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
そ
の
日
に

母
は
張
り
詰
め
て
い
た
気
持
ち
が
緩
ん

だ
の
か
、
足
腰
が
急
に
弱
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
母
は
い
つ
ま
で
も
我
が
家
で

暮
ら
し
た
い
と
の
願
い
が
あ
り
、
そ
の

希
望
を
叶
え
る
た
め
に
母
自
身
も
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
母
は
痛
い

423

市
議
会
議
長
賞 

　

泉　

夕
起
子

名
月
を
ほ
め
て
夜
勤
の
子
を
送
る

教
育
長
賞　

 

和
泉
ミ
サ
ヲ

一
声
を
か
け
て
新
米
送
り
出
す

俳
連
賞　

 

勝
瀬　

千
津

一
村
の
音
と
な
り
た
る
落
し
水

篠
原　
　

貞

豊
年
や
叩
い
て
伸
ば
す
老
の
腰

川
田　

政
子

新
米
を
提
げ
て
上
棟
祝
い
か
な

数
藤　

君
子

老
杉
を
仰
ぐ
高
野
の
秋
高
し

岡
久　

玲
子

終
列
車
人
皆
無
口
虫
し
ぐ
れ

板
東
美
恵
子

天
高
し
挨
拶
く
れ
し
一
年
生

小
西　

晴
美

杣
暮
し
ひ
ね
も
す
虫
の
音
を
聞
き
て

阿
南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
久　

一
枝

湧
き
出
ず
る
泉
の
如
き
母
の
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

美
女
連
れ
て
散
歩
し
て
い
る
ブ
ル
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

智
恵
の
泉
欲
し
い
と
思
う
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝　

恵
美
子

迷
わ
ず
に
極
楽
行
き
の
善
を
積
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　

旬
笑

産
声
を
母
の
泉
で
待
つ
命

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
崎　

孝
子

待
ち
合
わ
せ
は
鎮
守
の
森
の
花
の
下
風
と
語
ら
う
亡

母
と
の
遊
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
美
智
子

老
い
知
ら
ず
に
逝
き
た
る
母
の
墓
前
に
て
無
沙
汰
を

詫
び
る
娘
は
老
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
盤　

久
子

稜
線
を
影
絵
の
ご
と
く
は
っ
き
り
と
う
つ
し
だ
さ
れ

て
夜
明
け
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

昼
近
く
田
よ
り
上
が
り
て
田
靴
干
す
背
に
は
ら
は
ら

と
花
び
ら
散
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
谷　

富
穂

共
に
老
い
何
を
頼
り
に
生
き
ゆ
く
か
萎
縮
の
つ
づ
く

夫
は
に
こ
や
か　

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

道
子

風
邪
に
臥
す
窓
辺
に
見
ゆ
る
白
梅
の
咲
き
極
ま
り
て

雨
は
お
ぼ
ろ
に　

　
　
　
　
　
　
　
　

棚
野　

久
子

白
粥
を
す
す
る
と
う
歌
詠
み
し
人
さ
く
ら
咲
き
初
む

今
日
の
別
れ
ぞ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

市
長
賞　

 

神
野
千
鶴
子

豊
の
秋
屋
号
薄
れ
し
一
斗
枡

市
民
文
芸

母
、
百
歳
、

あ
り
が
と
う

羽ノ浦町
生野　陽子さん
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阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その46

室
町
幕
府・平
島
公
方（
十
）

徳
島
藩
の
い
や
が
ら
せ

　

藩
の
平
島
公
方
家
に
対
す
る
態
度
は
「
名

誉
を
与
え
、
実
力
を
奪
う
」
こ
と
だ
っ
た
。

　

細
川
氏
時
代
、
公
方
は
十
六
ヵ
村
で
三
千

貫
高
（
一
貫
を
三
石
と
す
れ
ば
九
千
石
）
を

与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
天
正
一
四
（
一
五
八

六
）
年
、
藩
は
領
地
を
取
り
上
げ
、
茶
料
の

名
目
で
百
石
に
削
減
し
た
。
百
石
で
は
公
方

の
体
面
を
保
て
な
い
。
や
む
を
得
ず
、
家
臣

の
大
部
分
に
暇
を
出
し
た
。
こ
の
時
、
義
助

は
「
自
分
は
ど
こ
の
国
へ
で
も
立
ち
退
く
の

で
茶
料
は
い
ら
な
い
」
と
断
っ
た
。
藩
は
な

ん
と
か
慰
留
し
て
国
外
退
去
だ
け
は
免
れ
た
。

　

し
か
し
、
藩
と
し
て
は
公
方
家
が
「
客

分
」
で
は
都
合
が
悪
い
の
で
、
増
禄
の
代
償

に
「
家
来
」
に
な
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
公

方
家
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

慶
長
一
三
（
一
六
〇
八
）
年
、
義
種
の
長
男

義
次
に
対
し
「
足
利
姓
」
を
取
り
上
げ
「
平

島
姓
」
と
又
八
郎
の
名
を
与
え
た
。
こ
の
こ

と
は
公
方
家
に
と
っ
て
屈
辱
の
最
大
た
る
も

止
せ
よ
。
挾
箱
、
薙
刀
、
槍
は
行
列
の
後

に
付
け
よ
」
と
要
求
し
た
。
し
か
し
公
方

の
抵
抗
に
よ
っ
て
重
喜
が
退
陣
し
た
後
、

旧
例
に
復
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

公
方
の
行
列
で
金
紋
輝
く
足
利
家
の
家

紋
、
一
対
の
挾
箱
、
槍
、
薙
刀
を
先
頭
に

立
て
、
公
方
自
ら
白
無
垢
の
衣
裳
に
身
を

包
む
の
は
正
に
大
名
格
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
あ
れ
を
止
め
よ
。
こ
れ
は
い
か
ん
」
で

は
単
な
る
千
石
取
り
の
家
臣
に
過
ぎ
な
い
。

鷹
狩
り

　

鷹
狩
り
は
元
々
軍
事
訓
練
を
目
的
と
し
、

武
士
の
娯
楽
や
心
身
鍛
錬
に
役
立
た
せ
る

も
の
で
、
徳
島
藩
で
は
千
石
取
り
以
上
の

家
臣
に
も
許
さ
れ
て
い
た
が
、
公
方
家
は

わ
ず
か
百
石
な
が
ら
大
名
格
の
扱
い
だ
っ

た
。

　

鷹
狩
り
は
公
方
家
当
主
父
子
以
外
は
一

族
と
い
え
ど
も
藩
主
の
許
可
を
要
し
た
。

藩
主
と
の
面
会

　

公
方
は
他
の
藩
士
と
別
に
行
わ
れ
て
い

た
。
披
露
役
が
公
方
を
藩
主
に
紹
介
す
る

の
が
通
例
で
あ
る
が
、
前
回
紹
介
し
た

熊
八
郎
（
七
代
義
武
）
の
よ
う
に
、
御

近
習
役
の
披
露
を
拒
み
「
私
は
代
々
厄

介
者
の
浪
人
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
抵
抗

し
た
公
方
も
あ
っ
た
。

藩
の
干
渉

　

足
利
姓
を
取
り
上
げ
ら
れ
屋
敷
地
の

住
所
で
あ
る
「
平
島
」
に
改
姓
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
名
誉
侵
害
の
最
た
る
も
の

だ
ろ
う
。

　

平
島
又
八
郎
（
四
代
義
次
）
子
の
又

次
郎
（
五
代
義
景
）
が
名
乗
り
を
義
長
、

義
正
に
変
更
し
た
時
、
藩
は
幕
府
へ
届

け
出
た
系
図
と
異
な
り
藩
の
許
可
を
得

て
い
な
い
と
の
理
由
で
、
元
の
名
乗
り

に
直
さ
せ
た
。

家
督
相
続
・
隠
居

　

公
方
家
の
相
続
に
つ
い
て
藩
政
初
期

に
は
許
認
可
に
つ
い
て
藩
当
局
の
干
渉

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
が

る
に
つ
れ
て
、
公
方
か
ら
藩
へ
願
い
出

を
し
、
そ
れ
に
対
し
て
藩
の
許
認
可
を

必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

警
戒

　

藩
は
公
方
家
が
領
内
外
の
人
物
と
接

触
す
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
。
ま
た
、
学

問
に
励
む
こ
と
を
求
め
た
。
親
類
と
の

交
際
、
病
気
療
養
の
た
め
の
国
外
湯
治

に
つ
い
て
も
許
可
制
と
し
た
。
又
次
郎

が
京
都
へ
旅
行
し
た
時
も
行
動
を
探
索

さ
せ
た
。

　
　

（
続
く
）

▲「知行を三千貫に戻してくれるように書いた願い状（写）」阿波公方民族資料館にて展示している。

の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
蜂
須
賀
重
喜
は
公
方
に

千
石
を
与
え
た
が
、
公
方
家
の
栄

誉
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
一
貫
し
て
い
た
。

行
列
・
供
揃
え

　

公
方
が
公
式
に
徳
島
城
へ
登
城

す
る
際
、
表
道
具
「
金
紋
、
挾
箱
、

薙な
ぎ
な
た刀

、
槍
の
打
物
」
が
認
め
ら
れ

て
い
た
が
、
重
喜
は
「
金
紋
を
廃
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情報文化センターからのお知らせ

★おもしろ科学実験（参加無料）

　毎週土・日曜日11：00と14：00から、冬休み中の平日は
14：00から実施。くわしい内容は科学センターまでお問い
合わせください。

実施日 テーマ
12月 5日㈯ ストローとカップでいろいろな音を出そう

 6日㈰ サインペンの色調べ
　12日㈯ 簡単なスピーカーをつくろう

13日㈰ アルコールロケットを飛ばそう
19日㈯ 針状結晶の作り方を調べよう
20日㈰ 食用廃油でキャンドル作り実験をしよう
23日㈬ 西方山の日本最古の花崗岩を観察しよう
24日㈭ 氷のふしぎな性質を調べよう
25日㈮ ぶつかるボールの不思議
26日㈯ 粉塵爆発の危険を知ろう
27日㈰ コップでマイクをつくろう

★科学の広場（参加無料）

　子ども向け。10：30と13：30から実施。
実施日 テーマ

12月23日㈬・㈷ ドングリで遊ぼう ーコマとトトロの森ー
25日㈮　　 空飛ぶモモンガを作ろう
26日㈯　　 よく聞こえる糸電話を作ろう
27日㈰　　 ぐにゃぐにゃだこを作ろう

★新春凧あげをしよう（凧作り教室　無料）

　昔ながらの遊び、「凧あげ」に親子でチャレンジしてみよう。
工作後、作った凧で凧あげを楽しむことができます。
　工作に参加しない人も凧を持参すれば凧あげに参加できます。
実施日時　１月５日 10：30〜12：00、13：30〜15：00の１日２回
実施場所　科学センター工作室（凧作り）、芝生広場（凧あげ）
参 加 料　無料（各回とも先着20組とさせていただきます。）
参加方法　実施当日、開始時間までに科学センターにお越し

ください。

★ふたご座流星群観望会（有料　予約不要）

12月13日㈰　19：00〜21：00（悪天候中止）
　毎年、安定して見ることができる「ふたご座流星群」の観
察会を行います。流星観察とあわせて、大型天体望遠鏡を使っ
た冬の星雲・星団の観望も行います。
参加料　大人300円、高校生250円、小中学生200円

★市民の星空探訪（要申し込み　有料）

　大型望遠鏡を使った天体観望および天文工作を６回シリー
ズで行う天文講座です。大人向け。
実施日　１月20日から３月24日の間、隔週水曜日

（雨天曇天開催）原則として19：00〜21：00
対　象　20歳以上の方
参加料　3,000円（含観望料、テキスト代、工作材料費）
定　員　15名（７名未満の場合、取りやめる場合があります。）

★夜間天体観望会（要申し込み　有料）

　大型天体望遠鏡を使った天体観望会を下記のとおり行ってい
ます。その時期に見える天体を５個〜10個程度見ていきます。
毎週土曜日の夜間　18：00から、19：00から、20：00から
それぞれ 50 分程度
要予約　有料（大人300円、高校生250円、小中学生200円、

幼児無料）

★年末年始休館のお知らせ

　科学センターは年末年始のため、下記の期間が休館となり
ます。ご注意ください。
年末年始休館　12月28日㈪〜１月４日㈪

科学センターからのお知らせ

問い合わせは
阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：12月７日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪〜31日㈭
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間の観
望会も実施しています。詳細はお問い合わせください。

●劇団四季ファミリーミュージカル

『はだかの王様』前売りチケット発売開始
夢と感動がいっぱい！　親子で楽しめるミュージカルです。
開催日時　平成22年２月17日㈬　午後７時開演（６時30分開場）
会　　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）
入 場 料　Ｓ席4,000円、Ａ席3,500円、車椅子席3,500円

親子席3,500円、補助席3,000円
●全席指定
●当日券は各500円増し。ただし前売り券完

売の場合は当日券は発売しません。
●３才未満の幼児は入場できません。（託児

所を開設しますのでご希望の方は２月10
日までに情報文化センター（☎44－5000）
までお申し込みください。）

前売り券発売
　12月５日㈯、午前８時30分より情報文化センター窓
口にて販売します。電話での受け付けは同センター（☎
44－5000）にて、同日午前10時よりの発売となりま
す。チケットのご購入枚数は、お一人様１回につき５枚
までとさせていただきます。なお12月７日㈪、午前９
時30分より徳島新聞社事業部（☎088－655－7331）
でも発売します。

●第12回　クリスマスLIVE

　迫力満点のロックバンドからアコースティック・ギ
ター１本での弾き語りまで、地元アマチュア・ミュージ
シャンたちによる熱いライブをお楽しみください。
開催日時　12月20日㈰　午後１時開演予定
会　　場　コスモホール　　入 場 料　無料

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ　◎12月の休館日：７日、14日、21日、28日、29日、30日、31日
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で
は
相
談
や
あ
っ
せ
ん
申
請
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
労
働
委
員

会
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

３
２
３

４
）
へ

－

心
温
ま
る
年
賀
状
を
あ
な

た
も
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
絵
手
紙
無
料
体
験
会
）

－

主　
催　
羽
ノ
浦
絵
手
紙
友
の
会

日　
時　
12
月
16
日
㈬　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

定　
員　
20
名
（
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

準
備
物　
主
催
者
に
て
準
備
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は　
奥
山

ヤ
ス
子
（
☎
44

－

４
５
０
１
）
へ

「
年
末
特
別
労
働
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
使

間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な

ど
経
験
豊
か
な
県
労
働
委
員
会
委
員

が
、
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

日　
時　
12
月
13
日
㈰　

午
後
１
時

〜
４
時
30
分

場　

所　

ホ
テ
ル
千
秋
閣　

７
階

「
鳳
」（
徳
島
市
役
所
南
側
）

内　
容　
解
雇
・
賃
金
未
払
い
・
時

間
外
労
働
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員　
弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員

会
委
員

申
し
込
み　
不
要
で
す
の
で
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
予
約
も
受
け
付
け
し

ま
す
。（
12
月
11
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
。）

相
談
料　
無
料

※
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
お
手

伝
い
を
す
る
た
め
、
県
労
働
委
員
会

ひろ
ば

市
民
の
情報

阿
南
第
九
の
会

第
１
回
演
奏
会

　

平
成
18
年
６
月
の
阿
南
市
合
併
記

念
事
業
の
フ
ロ
イ
デ
コ
ン
サ
ー
ト
で

発
足
し
た
「
阿
南
第
九
の
会
」
で
は
、

３
年
間
の
練
習
の
成
果
を
も
と
に
第

１
回
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
年
末
の

「
第
九
」
を
阿
南
で
ぜ
ひ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
27
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
開
場　

２
時
開
演

場　
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル（
羽
ノ
浦
）

内　
容　
▼
日
本
の
四
季
▼
ヘ
ン
デ

ル
メ
サ
イ
ヤ
の
独
唱
、
ハ
レ
ル
ヤ
コ

ー
ラ
ス
▼
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
の

第
４
楽
章

入
場
料　
１
，
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
第
九
の
会
事

務
局
（
☎
０
９
０

－

８
９
８
０

－

０

２
５
３
）
へ

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
第
42
回　
阿
南
市
社
会
福
祉
大
会

及
び
阿
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

　

阿
南
市
に
お
け
る
福
祉
増
進
に
寄

与
さ
れ
た
方
を
讃
え
る
式
典
な
ど
、

「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
〝
阿
南
〟」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
阿
南
市
社
会

福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
ぜ
い

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
大
会
終
了
後
、
引
き

続
き
阿
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
阿
南

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
紹
介

さ
れ
る
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
時　
平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

午
前
10
時
か
ら

場　
所　
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル
ほ
か

問
い
合
せ
は　

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

「
文
化
あ
な
ん
」

13
号
の
原
稿
募
集

作
品
種
別
と
作
品
字
数

○
民
話
、
童
話
、
随
筆
、
紀
行
文
等
：

１
編
６
枚
以
内

○
短
編
小
説
、
文
芸
評
論
、
戯
曲
脚

本
等
：
１
編
12
枚
以
内

○
現
代
詩
：
１
編
50
行
以
内

○
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
：
５
句
以
内

○
漢
詩
、
絶
句
：
２
首
以
内
、
律
詩
：

１
首

応
募
資
格　
市
内
在
住
者
及
び
市
内

ゆ
か
り
の
あ
る
中
学
生
以
上
の
方
。

締
め
切
り　

平
成
22
年
３
月
１
日

（
必
着
）。
原
稿
用
紙
４
０
０
字
詰
め

を
使
用
し
、
住
所
氏
名
及
び
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
発
行
は
５
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
の
可
否
は
編

集
委
員
会
に
一
任
し
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒

７
７
４

－

０
０
３
０
、
富
岡
町
西
池

田
１
３
５

－

１　

文
化
会
館
内
「
文

化
あ
な
ん
」
編
集
事
務
局
（
☎
21

－

０
８
０
８
）
へ

阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

４
月
入
校
訓
練
生
募
集

訓
練
科　
自
動
車
整
備
科
（
２
年
）

締
め
切
り　
平
成
22
年
１
月
19
日
㈫

対
象
者　
40
歳
以
下
（
昭
和
44
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
）
で
高

等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含
む
）

選
考
日
時　
２
月
３
日
㈬
午
前
10
時

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
26

－

０
２
５
０
）
へ

来月号の原稿の締め切りは、12月４日㈮となっています。
掲載基準等、くわしくは秘書広報課（☎22－1110）までお尋ねください。広報 平成21年（2009年）12月1日 〔第617号〕�1



健
康
い
き
い
き
情
報

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
の
方
へ
お
知
ら
せ

　

8
月
に
対
象
年
齢
の
方
に
は
ク
ー

ポ
ン
券
、
検
診
手
帳
等
を
郵
送
し
ま

し
た
。
受
診
で
き
る
期
限
が
平
成
22

年
2
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
診
で
き
る
機
関
は
同
封
の
検
診
手

帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対
象

年
齢
は
次
の
年
齢
の
方
で
す
。(

阿

南
市
に
住
所
が
あ
る
人)

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
才
（
昭
和
63
年
4
月
2
日
生
〜
平

成
元
年
4
月
1
日
生
）

25
才
（
昭
和
58
年
4
月
2
日
生
〜
昭

和
59
年
4
月
1
日
生
）

30
才
（
昭
和
53
年
4
月
2
日

生
〜
昭
和
54
年
4
月
1
日

生
）

35
才
（
昭
和
48
年
4
月
２
日

生
〜
昭
和
49
年
4
月
1
日

生
）

40
才
（
昭
和
43
年
4
月
２
日

生
〜
昭
和
44
年
4
月
1
日

生
）

乳
が
ん
検
診

40
才
（
昭
和
43
年
4
月
2
日

生
〜
昭
和
44
年
4
月
1
日

生
）

45
才
（
昭
和
38
年
4
月
2
日
生
〜
昭

和
39
年
4
月
1
日
生
）

50
才
（
昭
和
33
年
4
月
2
日
生
〜
昭

和
34
年
4
月
1
日
生
）

55
才
（
昭
和
28
年
4
月
2
日
生
〜
昭

和
29
年
4
月
1
日
生
）

60
才
（
昭
和
23
年
4
月
2
日
生
〜
昭

和
24
年
4
月
1
日
生
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

12
月
は
お
休
み
で
す
。
次
回
は
1

月
で
す
。
く
わ
し
い
日
程
や
内
容
に

つ
い
て
は
広
報
1
月
号
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

12月　献血実施一覧
実施日 採　血　場　所 所在地 採血時間

４日㈮
加茂谷運送㈱ 楠 根 町 10:00〜11:2０
藤崎電機㈱ 辰 己 町 13:10〜14:10

７日㈪

阿南警察署 富 岡 町  9:30〜11:30
四国電力㈱阿南営業所 富 岡 町 13:00〜14:00
南部総合県民局保健福祉環境部
（阿南庁舎） 領 家 町 14:40〜16:30

17日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10:00〜16:30
21日㈪ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 13:30〜16:00
22日㈫ 阿南市役所 富 岡 町  9:30〜16:30
※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは
徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

９月27日と10月18日に行われた
「あなん健康まつり」のようす

広報平成21年（2009年）12月1日 〔第617号〕 ��



阿
波
踊
り
体
操

　

阿
波
踊
り
体
操
は
、
現
在
５
種
類

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
編
」
を
紹

介
し
ま
す
。

【
体
操
の
内
容
と
特
徴
】　
基
本
的

に
椅
子
に
座
っ
て
運
動
を
行
い
ま
す
。

体
操
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
は
、
ゆ

っ
く
り
時
間
を
か
け
て
ス
ト
レ
ッ
チ

を
す
る
こ
と
で
必
要
な
準
備
と
ケ
ア

を
行
い
ま
す
。

　

体
操
は
全
体
を
通
じ
て
緩
や
か
な

動
き
で
す
が
、
全
て
の
運
動
で
リ
ハ

ビ
リ
分
野
の
専
門
的
知
識
に
基
づ
い

た
動
き
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
こ
ん
な
人
に
お
す
す
め
！
】 

・
シ
ニ
ア
編
で
は
少
し
動
き
が
早
く

て
難
し
か
っ
た
方

・
体
力
に
自
身
の
な
い
方

・
麻
痺
の
あ
る
方

　

自
分
の
体
力
や
目
的
に
合
っ
た
バ

ー
ジ
ョ
ン
で
、
楽
し
く
踊
っ
て
健
康

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

阿
波
踊
り
体
操
を
教
え
に
行
き
ま
す

　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
（
あ
な
ん

阿
波
踊
り
体
操
愛
好
会
の
メ
ン
バ

ー
）
が
、
あ
な
た
の
町
ま
で
教
え
に

行
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
阿
波
踊
り
体
操
」
ビ
デ
オ
等

貸
し
出
し
て
い
ま
す

　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
住
民
セ
ン
タ

ー
、
各
支
所
及
び
羽
ノ
浦
公
民
館
に

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
貸

出
期
間
は
１
週
間
で
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
相
談
・
栄
養
相

談
の
お
知
ら
せ

　
「
健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な

い
」「
健
診
で
生
活
を
改
善
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
た
け
ど
、
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
い
ま

せ
ん
か
？

健
康
相
談

　

次
の
日
程
で
、
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
健
診
結
果
の
見
方

や
病
気
の
こ
と
、
心
の
悩
み
な
ど
、

健
康
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
４
日
㈮　

午
前
10
時

〜
11
時
（
予
約
不
要
）
※
原
則
第
１

金
曜
日
で
す
。

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

栄
養
相
談

　

次
の
日
程
で
、
管
理
栄
養
士
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
今
の
食
事
を

振
り
返
る
こ
と
で
問
題
点
や
改
善
方

法
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
健
診
結
果
で
食
事
を
改
善
す

る
よ
う
指
導
さ
れ
た
方
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11

時
（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。）
※
原

則
第
3
木
曜
日
で
す
。

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

対象年齢 教　室　名 日　　時 講　　　師 内　　　容 持ってくるもの

どなたでも 阿波踊り体操
教室

11日㈮
午前10:00〜11:00

（受付・健康チェック
9:30〜）

あなん阿波踊り体
操愛好会

阿波踊り体操（基本
編、メタボリックシ
ンドローム予防・改
善編　他）

タオル・水分補
給用飲み物

65歳以上
高齢期からの
筋力アップ体
操教室

10日㈭
午前10:30〜11:30

（受付・健康チェック
10:00〜）

健康運動指導士
井上　澄　先生

ボールを使った筋力
をつけるための体操

タオル・運動靴・
健康手帳（お持
ちの方）

※すべての体操の前に健康チェックをしています。必ず会場入り口で血圧測定をしてから、体操にお入りください。
※当日の体調によっては、体操への参加をお断りすることがあります。
※12月のやせたい人のための健康フィットネス（対象：40〜64歳）はお休みです。

12月の健康体操教室　会場はすべてひまわり会館で行います。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

　阿南市には、ウォーキングコースを紹介した阿南健康完歩
マップ（コースを掲載した地図）があります。
　16コース（平成20年に整備された「あなん健康増進ロー
ド」をウォーキングコースとして追加）を紹介しており、安
心して歩けるようにコース周辺にあるトイレや休憩所の位置
などを掲載しています。
　１コースあたり約10㎞に相当し、一巡すれば専用のスタ
ンプを１個押します。
　スタンプが120個貯まれば四国霊場88札所の徒歩遍路道
1,200㎞を徒歩で巡ったことになります。
　（※あなん健康増進ロードについては一巡して小スタンプ
１個、二巡して、１スタンプと計上します。）
　阿南健康完歩マップと新しくなった「積立貯筋通帳」及び
専用スタンプは各公民館とひまわり会館に置いています。
　自分で押印し、日付けを記入します。
　120個のスタンプが貯まり、積立貯筋通帳を保健センター

に持参すると健康増進の認定証と記念品が贈られます。
　新しくなった「積立貯筋通帳」をあなたの健康増進のため
にお役立て下さい。
　現在使用している「積立貯筋通帳」はそのままでもご使用
いただけますが、保健センターにおいて新しい「積立貯筋通
帳」と交換できます。
　（旧の「積立貯筋通帳」と新しくなった「積立貯筋通帳」
の交換は、12月１日から、保健センターで行っています。）
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

「積立貯筋通帳が新しくなりました」
～ご存知ですか？阿南健康完歩マップを !! ～
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新型インフルエンザワクチンが接種できる
阿南市内の医療機関をお知らせします

優先接種対象者と接種スケジュールの目安
期間と優先接種対象者

12月 １月 ２月 ３月
11月６日～開始　小児科領域の慢性疾患（最優先）＊

11月1６日～開始　妊婦

11月1６日～開始　基礎疾患（最優先）＊

基礎疾患（その他）

幼児（１歳～就学前）

小学校１～３年生

１歳未満児の保護者

中学生・高校生・高齢者（65歳以上）

小学校４～６年生

　重症化リスクの高い方から優先的に接種してもらえるよう標準
的な接種スケジュールが決められています。
　ただし、優先接種対象者に接種義務が生じるものではなく、接
種を受けるか否かの判断は各人が行います。
　また、優先接種対象者以外の方については、優先接種の状況を
踏まえ、今後、国において対応されます。
【基礎疾患の分類】
　慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、慢性腎疾患、慢性肝疾患、神経
疾患・神経筋疾患、血液疾患、糖尿病、疾患や治療に伴う免疫抑
制状態、小児科領域の慢性疾患
【小児科領域の慢性疾患（最優先）＊】【基礎疾患（最優先）＊】
　特に重症化リスクが高い者として、一定の基準に該当すると医
師が判断した方となりますが、くわしくはかかりつけ医にご相談
ください。

接種費用と費用負担の軽減について
　１回目=3,600円、２回目=2,550円（１回目と異なる医療機関で接種する場合は3,600円) となります。なお、阿南市では優
先接種対象者のうち下記の方に対し、証明書を出して費用負担の軽減を実施しております。接種希望者で下記に該当する方は、
それぞれの窓口で「平成21年度新型インフルエンザ予防接種費用負担軽減証明書」と「委任状」をお渡ししますので、本人ま
たは同居家族の方、施設管理者等が取りにおこしください。

負担軽減対象者 助成内容 窓口　対応時間８時30分〜17時の平日 手続きに必要なもの
生活保護世帯員 全額無料 福祉課（電話22−1592） 印鑑
※市民税非課税世帯員 全額無料

保健センター（☎22−1590） ①印鑑　②健康保険被保険者証・母子健康手帳・
学生証等の年齢確認の出来るもの妊婦・幼児・小学生・中学生

（上 2 段の該当者を除く） 1 回目無料

償還払い（払い戻し）について
　上記の負担軽減対象者のうち、11月６日以降に接種費用を支払った方には、保健センターで払い戻しの手続きを行います。

手続きの期間 窓口　対応時間８時30分〜17時の平日 手続きに必要なもの
12月１日㈫〜22年３月31日㈭ 保健センター（☎22−1590） 接種済証、医療機関の領収書、印鑑、振込み先の分かるもの

　接種時の提示書類、優先接種該当の有無等について、くわしくは保健センター（☎22－1590）あるいは
かかりつけの医療機関にお問い合わせください。

平成21年11月11日現在
医　療　機　関　名 住　　所 ☎ 医　療　機　関　名 住　　所 ☎

天羽クリニック 桑 野 町 26−0112 清水医院 下大野町 22−1010
阿南市国民健康保険伊島診療所 伊 島 町 33−0304 高橋内科クリニック 羽ノ浦町 44−6222
阿南市国民健康保険加茂谷診療所 加 茂 町 25−0200 椿診療所 椿 町 33−1067
井坂クリニック 津乃峰町 27−0047 土肥医院 見能林町 22−0503
板垣内科 富 岡 町 22−7007 中野診療所 椿 泊 町 33−0035
井原医院 見能林町 21−0021 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 44−6111
岩城クリニック 学 原 町 23−5600 林整形外科 見能林町 23−6060
医療法人医正会原田病院 富 岡 町 22−0990 古川小児科内科医院 領 家 町 23−3306
医療法人新心会老人保健施設悠心館 新 野 町 36−3637 富士医院 新 野 町 36−2024
王子製紙株式会社富岡診療所 豊 益 町 23−5339 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 42−0022
かじかわ整形外科 日開野町 24−5750 松﨑内科医院 中大野町 23−5778
介護老人保健施設サンケア 上 中 町 22−2210 馬原医院 新 野 町 36−3339
岸医院 富 岡 町 23−0272 三谷内科 富 岡 町 23−0222
木下産婦人科内科医院 学 原 町 23−3600 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 44−3700
健生阿南診療所 津乃峰町 27−2848 村上内科外科医院 那賀川町 42−3110
是松医院 津乃峰町 27−0316 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 44−1010
じぞうばし内科外科福井診療所 福 井 町 34−3133 森本内科胃腸科 富 岡 町 23−1002
島内科眼科医院 富 岡 町 22−1147 和田胃腸科内科医院 西路見町 23−1241

（あいうえお順）

★接種には予約が必要ですので必ず医療機関へお問い合わせください。

上記の医療機関以外にも入院中・通院中の方に限り接種可能な医療機関がありますので、かかりつけ医にご確認ください。

※）市民税非課税世帯員であることの認定は平成21年１月１日時点で阿南市に住所がある方です。その日以後に本市に転入さ
れた方は非課税世帯員であることを確認できる書類を先に住んでいた市町村でもらってきてください。
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しまじろうとゆうえんちへいこう！

阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
！　

阿
南
市
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
お

子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、
お
子
さ
ん
と
そ
の
家

庭
に
対
す
る
育
児
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
お
り
ま

す
。み

ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
12
月
の
日
程
》

４
日
㈮　

お
に
ぎ
り
教
室

（
午
前
10
時
か
ら
）

お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
す
。

徳
島
県
米
穀
協
会　

県
管

理
栄
養
士

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

11
日
㈮　

折
り
紙
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　

コ
ア
ラ
を
作
ろ
う 

18
日
㈮　

お
誕
生
会

22
日
㈫　

楽
し
く
遊
ぼ
う

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び　
１
日
㈫
、
８

日
㈫
、
15
日
㈫
、
25
日
㈮

　

手
遊
び
や
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム

　

希
望
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
。

時　
間　
平
日　

午
前
９
時
〜
午

後
２
時

問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）

へ
に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
12
月
の
日
程
》

１
日
㈫　

広
井
路
代
先
生
の
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

８
日
㈫　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う       

　
　
　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

15
日
㈫　

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ

ィ
ー

22
日
㈫　

親
子
で
た
の
し
い
劇
あ

そ
び
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
「
お
お
か
み
さ
ん
」

時　
間　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

室※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

※
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

《
12
月
の
日
程
》

1
日
㈫　

ふ
れ
あ
い
遊
び

8
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作
り

ま
す
。

15
日
㈫　

ク
リ
ス
マ
ス
会

18
日
㈮　
山
下
助
産
師
さ
ん
の
育
児
講
座

22
日
㈫　

お
誕
生
会

※
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。　
　
　

時　
間　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
８

時
30
分
〜
正
午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
12
月
の
日
程
》

１
日
㈫　

身
体
計
測（
午
前
10
時
か
ら
）     

健
康
相
談
（
阿
南
市
保
健
セ

ン
タ
ー
三
木
保
健
師
）

８
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

15
日
㈫　
ク
リ
ス
マ
ス
会
＆
リ
ト
ミ
ッ
ク

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

22
日
㈫　

お
誕
生
会

ご
利
用
時
間
の
変
更
お
知
ら
せ

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
１
時　

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

受付期間　１月４日㈪〜１月15日㈮
受付場所　市内の各幼稚園
対　　象

○５歳児（１年保育）
平成16年４月２日〜17年４月１日に生まれた幼児

○４歳児（２年保育）
平成17年４月２日〜18年４月１日に生まれた幼児

○３歳児（３年保育）
平成18年４月２日〜19年４月１日に生まれた幼児
（富岡幼稚園、加茂谷幼稚園のみ募集します。）

申込方法
　「入園願書」（各幼稚園にあります）に必要事項を記入
し、お申し込みください。
問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

子育て支援保育（預かり保育）
　横見幼・大野幼・加茂谷幼・新野幼・新野東幼・見能
林幼において実施しています。
　希望者は入園願書受付期間に各園まで申し出てください。
問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

　子どもたちに大人気のしまじろうとその仲間
たちが阿南にやってきます。
この機会にぜひご覧ください。
開　催　平成22年２月13日㈯
開　演　①午前10時30分　②午後１時30分
会　場　市民会館大ホール
入場料　全席指定1,500円
　チケットは、市民会館ほかにてお買い求めく
ださい。
問い合わせは　市民会館（☎22−7000）へ

平成21年度　阿南市市民会館自主事業

好 評
発売中

しまじろうとゆうえんちへいこう！

平成22年度 幼稚園入園募集
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お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
12
月
の
日
程
》

３
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

（
乳
児
の
部
）

４
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の

ふ
れ
あ
い
食
事
会

７
日
㈪　

ク
リ
ス
マ
ス
製
作

10
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

（
幼
児
の
部
）

14
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

17
日
㈭　

お
誕
生
会

18
日
㈮　

お
ひ
さ
ま
ク
リ
ス
マ
ス
会

21
日
㈪　

発
育
計
測

24
日
㈭　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

28
日
㈪　

大
掃
除
（
午
後
休
園
）

※
自
衛
隊
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運
転
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開　
園　
　

午
前
9
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
平
成
21
年
度
版
）

　

さ
き
の
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
子
育
て
応
援
特
別
手
当
で
す
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
執
行
停
止
と
な

り
ま
し
た
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－
１
６
７
７
）
へ

阿
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

日　
時　
12
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

２
階
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

内　
容　
阿
南
こ
ど
も
太
鼓
・
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
・
保
育
士
ヒ
ー
ロ
ー
ブ
レ

イ
ク
シ
ョ
ウ
な
ど
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
よ
り
う
れ
し
い
プ
レ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

12
月
の
日
程　
９
日
㈬
、
18
日
㈮

時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、６
週

間
以
上
あ
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　牛乳が苦手でなかなか飲めないＡ君。そんなＡ君がある日、全部飲みほすこと

ができました。

　「あれ！Ａ君！牛乳が苦手って言よったのに、今日はすごい、全部飲めたんや

なあ。」

　「うん！ほんまは苦手でなかったんよ。先生びっくりした？」にこにこ話して

くれました。嬉しくてお父さんにお話しすると、お父さんもにこにこ。

　「実はぼくが『牛乳は冷たいうちに飲みよ。おいしいけんな。』って励ましてあ

ったんです。がんばったんですねえ。」

　今、家族のあり方は様々であり、価値観もまたそれぞれに異なります。しかし、

どんなに世の中がうつろうとも子どもは家族の一員であり、宝物です。

　誰か一人に押しつけるのでなく、家族の一人ひとりがそれぞれの立場で子ども

を支え合うチームワークの大切さは、いつの世も変わることはありません。

　家族みんなの持ち味で、子どもは大きく成長していくのです。

　Ａ君の家庭では、お父さんとお母さんの話し合いがしっかりなされており、そ

れぞれの立場で子どもに向き合い、補い合い、支え合いながら、子育てをしてい

る様子が伝わってきます。

　Ａ君の笑顔の後ろにお父さんとお母さんの笑顔も見えた一日でした。

学校教育課　

　− 家 　 　 族  −

子育て一言メモ
ゼ
ン
ト

参
加
費　
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定　
員　
先
着
３
０
０
名

会
員
募
集
中

　

み
ん
な
で
子
育
て
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
は
子
育
て
を
支
え
合
う
所

で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
横

（
社
会
福
祉
会
館
２
階
）
同
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

５
５
５
０
）

へ

親子教室「シルバーママ」のご案内
名　称 内　　容 実施日 申込期間 定員

サンタ
さんと
遊ぼう
！

サンタさんからのプレゼント
を入れる袋を作ったり、紙芝
居や絵本を見て楽しいひと時
を過ごしましょう。

12月
10日㈭

12 月
１日㈫〜 15組

　シルバー人材センターでは資格保持者や経験豊かな高齢者の皆さん
が多数登録しています。この機会に育児の悩みや子育ての不安をお話
してみてはいかがですか。
時　　間　午前10時〜正午　　　
場　　所　ひまわり会館
参 加 料　１組500円
対 象 者　阿南市在住の就学前の子どもと保護者（託児をしていま

す。）
申込方法　電話にて事務局にお申し込みください。定員になり次第締

め切らせていただきます。
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
くわしくは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局

（☎23－2630）へ
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設12月の休館日

人口 78,356人（－  59）
男 37,848人（− 32）

女 40,508人（− 27）

世帯数 29,049世帯（－  10）

●平成21年10月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 ８・22日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22−1116

法 律 相 談 ３・17日㈭　
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22−1116

消 費 相 談 ４・11・18
25日㈮ 午後1時〜3時

市役所市民相談室 市民生活課☎22−1116

登 記 相 談 25日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22−1116

心配ごと相談 ７・14・21
28日㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23−7288

出 前
心配ごと相談

７日㈪ 午前10時〜
午後3時 橘住民センター 社会福祉協議会

☎23−7288

特設人権相談
３日㈭　

午後1時30分〜
4時

ひまわり会館
人権啓発課

☎22−3094
10日㈭

午後1時30分〜
4時

羽ノ浦地域
交流センター

人権相談所 10日㈭ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権啓発課

☎22−3094

健 康 相 談 ４日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

栄 養 相 談 17日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈫ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22−3790

年 金 相 談 今月はありません 午前9時〜
午後4時 要予約 市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所

☎088−652−1511

女性の生き方
何でも相談

１・８・15日㈫ 午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22−0361

３・17日㈭ 午後1時〜4時
要予約

サンアリーナ 7・14・21・28・29・30・31日

那賀川スポーツセンター 2・9・16・24・29・30・31日

羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・21・28・29・30・31日

12月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

6 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27−0047

13 生野外科胃腸科 羽ノ浦町 ☎44−5511

20 松﨑内科医院 中大野町 ☎23−5778

23 松尾医院 内 原 町 ☎26−1559

27 玉真病院 宝 田 町 ☎23−0551

31 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

※変更の場合があるので、事前に各医療機関に確認してください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは直接担当課までお問い合わせください。

※１月の法律相談の予約は、12月１日から受け付けています。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

●市税日曜窓口は　12月20日㈰です。

～市税の納付は口座振替が安全で便利です。～

□ 市　県　民　税（第４期）

□ 国民健康保険税（第７期）

納期限は、12月25日㈮です。

納め忘れのないようにしましょう。

※10月から相談日が月４回になり、場所も変更になりました。
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土佐街道を行く…長生町
　長生町にはたくさんの史跡が残されており、街道も通常のルート以外に大野側から三

倉峠を越えて、大谷を経て上荒井へと至る山裾ルートもあった。今月号は、岡川を渡河

したところから、山裾ルートと合流する上荒井までを歩く。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第43回

　図書館まつりの講演会で、20年間の作家活動で出した小説は60本だが、まったく売
れず賞も無縁だったと話す火坂雅志さん。氏が得意とするのは歴史上の有名人ではなく、
今まで注目されることがなかった武将や侍たちばかりだ。脚光を浴びる者の影には、正
当に評価されることなく、一生懸命に生きる人物がいることを知らしめ、見事に表現す
る火坂さんこそ、義と愛の作家ではないだろうか。（Ｙ）

編集室の

窓

② 

水
車
（
長
生
町
領
田
）

　

田
ん
ぼ
の
季
節
と
も
な
る
と
、
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
水
路
の

水
を
水
田
へ
と
導
く
水
車
の
動
く
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
ぐ
先
で
は
お
地
蔵
さ
ん
と
供
養
塔
が
や
さ
し
く
た

た
ず
む
。

岡川
上中町 阿南一中

←桑
野町

消防　●
西出張所

〒JA

①
②

③

④

⑤

⑥

西方山

岡川

① 田園地帯を南進（長生町西方）
　石橋の前に建つ決別の碑を左へと進む。岡川に沿って流れる小川を
渡ると左側にこんもりとした林が目に付く。田園の中をほぼ直進する
街道の先には宝田から長生にかけて広がる青い山々を望む。

④ 

お
堂
（
長
生
町
松
道
）

　

昔
の
街
道
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
し
た
道
を
さ
ら
に
進
む

と
、
左
側
に
あ
る
小
さ
な
お
堂
に
出
会
う
。

　

お
堂
の
前
に
は
自
然
石
に
銘
文
を
刻
ん
だ
道
標
と
腰
掛
が

置
か
れ
て
お
り
、
一
休
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥ 

楠
神
社
（
長
生
町
楠
ノ
元
）

　

大
津
田
川
を
渡
り
、
約
２
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
い
て
長
生
町
の
中
心
部
へ
と
行
く
。
Ｊ
Ａ
支

所
の
前
に
は
う
っ
そ
う
と
広
が
る
楠
の
大
木
。
社
は
楠
木
正
成
公
を
祀
る
。
公
民
館
前
に

は
「
長
生
町
発
祥
の
地
」
と
記
さ
れ
た
標
が
立
つ
。
同
町
は
昔
「
長
池
村
」
と
称
し
、
明

治
の
初
め
ま
で
大
き
な
池
が
あ
っ
た
と
い
う
。

③ 一本松跡（長生町海部屋敷）
　石橋から歩くこと約20分ほど。昔はここに大きな松が植えられており、
ここから桑野町との境にあった明谷の一里松がくっきりと見えたという。
　またこの付近は中世の時代、本庄城があったといわれている。

⑤ 立岩（長生町本庄市・ヲコキ）
　県道と合流する三叉路交差点信号下に高さ約1.7ｍ、幅20㎝ほどの道標が立つ。
　町内では「立岩」と呼ばれ、昭和に入ってから道路の拡幅工事のために度々場所が
変わり、いつしか無くなっていたところ、平成に入り地中から偶然に出てきた。


